
● ハロンの地球環境における位置付け 
 
● ハロンのリサイクル・リユースと 
                    設置の促進 
 
● 消防情報の交流 

  特定非営利活動法人 

 消防環境ネットワーク 
 副会長   木原正則 







 

■ハロン等に係るオゾン層保護・地球温暖化防止の主な沿革 

 
■フルオロカーボンによるオゾン層破壊
説発表（カリフォルニア大ローランド教授
ら）＜1974年6月＞ 

■「オゾン層保護のためのウィーン条約」
採択＜1985年3月＞ 

■「オゾン層を破壊する物質に関するモ
ントリオール議定書」採択＜1987年9月＞ 

 
◆先進国でのハロン生産全廃 
＜1994年1月＞ 

■気候変動枠組み条約第3回会合（京都
議定書の採択）＜1997年12月＞ 

 
 
 
 
 
 
 
◆途上国でのハロン生産全廃（全世界で
の生産全廃）＜2010年1月＞ 

 

世   界 
 
 
 
■「特定物質の規制等によるオゾン層の
保護に関する法律」（オゾン層保護法）制
定＜1988年5月＞ 

■消防庁通知「ハロゲン化物消火設備・
機器の使用抑制等について」（消防予第
161号消防危第88号）＜1991年8月＞ 

■「ハロンバンク推進協議会」設立 
＜1993年7月＞ 

◆ハロンの国内生産全廃 
＜1994年1月＞ 

 
■「国家ハロンマネジメント戦略」を国連
環境計画に提出＜2000年7月＞ 

 
■特定非営利活動法人「消防環境ネット
ワーク」設立＜2005年11月＞ 

 
 
 

日  本 

2010 

2005 

2000 

1990 

1980 

1970 
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■フロン類及びハロンの環境影響の比較 

 フロン類（特定フロンのCFCとHCFC、及び代替フロンのHFC）並びにハロンは地球温暖化係数の大きい温
室効果ガスであり、温室効果ガスの排出削減を取り決めた京都議定書の対象物質である 

特定フロン及びハロンはオゾン層破壊物質でもあり、オゾン層破壊物質の生産量・消費量の規制を取り決
めたモントリオール議定書の対象物質でもある 

 フロン類は冷蔵庫やエアコンの冷媒、断熱材、洗浄剤、エアゾール等、幅広い用途に用いられており、これ
までに生産、消費された量は多い 

ハロンの主用途は消火剤で、フロン類と比較すると生産、消費された量は少ない 

中央環境審議会 地球環境部会 第１回中央環境審議会地球環境部会フロン類等対策小委員会 産業構造審議会
化学・バイオ部会地球温暖化防止対策小委員会 フロン回収・破壊ワーキンググループ 合同会議 参考資料5 オ
ゾン層破壊物質と温室効果ガスの関係 
http://www.env.go.jp/council/06earth/y066-01.html 
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■温室効果ガスとしてのフロン類、及びハロンの排出量の推移 

 CFCの排出量は1995年以降の国内での製造・消費の全廃により減少傾向にあり、5万キロトン
（CO2換算。以下同じ)近くあった年間の排出量は近年では1万キロトンにまで減少している 

 HCFCの排出量は近年は減少傾向にあり、年間2万キロトン強となっている。 なお、HCFCは
2020年の国内での製造停止が決定している 

 HFCは、CFC、HCFCの代替品として製造・消費が伸びていることから、排出量も着実に増加し
ており、平成25年度には3万キロトンを超えている 

ハロンの排出量は年間200キロトン前後で推移している。平成23～25年度にかけての容器弁
の点検の増加による影響は特には見られない 
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単位:千t-CO2eq.

温室効果ガスとしてのフロン類、及びハロンの排出量

CFC HCFC HFC ハロン

参考 

平成25年度の排出量を 

東京ドーム（124万m3）に 

換算すると 

ハロン ： 6 万個分 

CFC ： 463 万個分 

HCFC ： 885 万個分 

HFC ：1,305 万個分 

のCO2に相当する 
（0℃、1atm） 

PRTR集計結果（http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/prtr/6.html）をもとに作成 
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■オゾン層破壊物質の成層圏中の濃度（全世界・2012年）  

フロン類等の塩素系の濃度 
 合計：3,300ppt  
 うち人為発生源：約2,760ppt（合計の84%） 
 フロン類（CFC、HCFC）：約2,260ppt （合計の69%、人為発生源の82%） 

ハロン等の臭素系の濃度 
 合計：20.2ppt 
 うち人為発生源：約9.7ppt（合計の48%） 
 ハロン（1211、1301）：約7.3ppt （合計の36%、人為発生源の75%） 

 →分子の数量の比では、成層圏中のハロンはフロン類の300分の1以下、ODP比では20分の1
程度である 

出典：UN Environment Programme, World Meteorological Organization 「SCIENTIFIC ASSESSMENT OF OZONE DEPLETION:2014」 
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■2020年以降の温室効果ガス削減に向けた我が国の約束草案 

出典：日本の約束草案（平成27年7月17日地球温暖化対策推進本部決定） 

 温室効果ガス削減目標として「国内の排出削減・吸収量の確保により、2030年度に2013年度比
▲26.0％（2005年比▲25.4％）の水準（約10億4,200万t-CO2）にする」ことが決定 

 対象ガスは「CO2、CH4、N2O、HFCs、PFCs、SF6及びNF3」であり、ハロンは含まれていない 
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■モントリオール議定書の成功により、大気に係る地球環境保護対策は「温暖化対策」主体へ 

UN Environment Programme, World Meteorological Organization 
 「SCIENTIFIC ASSESSMENT OF OZONE DEPLITION:2014」について 

（AFP通信「オゾン層、今世紀半ばに回復の見通し 国連報告書」2014年9月11日 
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0、http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=2、 
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=3）より抜粋。一部改訂 

オゾン層保護について 
 地球を保護するオゾン層は、今後数十年以内の回復へ順調に進んでいる 
 オゾン層を破壊する化学物質を廃棄するための期限を定めたモントリオール議定書は、
歴史上で「最も成功を収めた環境条約の一つ」 

 人為的化合物の「亜酸化窒素（N2O）」は、オゾン層を破壊する一酸化窒素（NO）の前駆物
質だが、同議定書による廃止の対象にはなっていない 

 CFC類の大気中濃度が減少傾向にある中、N2O排出への対処は「ますます重要になる」 
 →モントリオール議定書の成功により、オゾン層は回復傾向にある 
 →N2Oによるオゾン層破壊への対処が重要と指摘 

地球温暖化対策について 
 オゾン層の保護を目的として1987年に採択された「モントリオール議定書」は大きな成功を
収めている一方、別の領域「地球温暖化」の問題を間接的に大きくしている 

 CFC類の代替物質としてハイドロフルオロカーボン（HFC）類への移行が進んでいる（中
略）。HFC類は、オゾン層を攻撃しないが、太陽熱を吸収する強力な物質になる 

 現在のHFC類の年間排出量は、CO2に換算すると約5億トンに相当する。 
 HFC類の排出量は年間約7％の割合で増加しており、年間のCO2換算排出量が2050年ま
でに最大で88億トンに達する可能性がある。これは、CFC類が1980年代末に達したピーク
値の95億トンに近い数字 

 →オゾン層保護のための代替フロンへの移行により、HFC類の排出量が増加している 
 →「オゾン層保護と温暖化対策」から「温暖化対策」主体の取り組みへ 

http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0、
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0、
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0、
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0、
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=2、http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=3
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=2、http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=3
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=2、http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=3
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=2、http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=3
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=2、http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=3
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=2、http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=3
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=2、http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=3
http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=2、http://www.afpbb.com/articles/-/3025660?pid=0&page=3
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■「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」（通称「フロン排出抑制法」）の概要 

対象 内容 

フロン
製造業
者 

◆フロン類の低GWP化、フロン以外への代替 

◆代替ガス製造のために必要な設備整備、技術の向上、フロン類の回収・ 

破壊・再生の取り組み 

機器製
造業者 

◆指定製品の低GWP化・ノンフロン化（GWP目標値の目標年度までの達成） 

指定製品：家庭用エアコン、業務用エアコン、自動車用エアコン、コンデンシングユニット・定置
式冷凍冷蔵ユニット、中央方式冷凍冷蔵機器、硬質ウレタンフォーム断熱材、ダストブロワー 

 →消火設備、消火器は含まれていない（参考資料参照） 

◆GWP値や環境影響度、目標値、目標年度等の表示やラベリング 

管理者
（ユー
ザーな
ど） 

◆機器の簡易点検、定期点検 ◆漏洩防止措置、修理しないままの充填の原則禁止 

◆点検・修理、充填・回収等の履歴の記録・保存 

◆算定漏洩量の報告（1,000CO2-t/年以上の事業者） 

充填回
収業者 

◆充填業の登録 ◆充填・回収行為の登録業者への委託の義務化 

◆機器の漏洩状況の確認、漏洩箇所・状況の管理者への説明 ◆充填中の漏洩防止 

再生・破
壊業者 

◆「再生」行為を定義し、業規制を導入 

◆再生行為には「再生業者」の許可が必要（国による許可制） 

フロン排出抑制法が2015年4月1日より施行。各対象に求められる内容は下表のとおり。 

参考： 「フロン排出抑制法の概要～改正法に基づき必要な取り組み」 2015年1月 環境省・経済産業省 
     「フロン法完全対策」 日経エコロジー 2015年3月号 
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■ハロン消火剤のリサイクルフロー  

出典：特定非営利活動法人 消防環境ネットワーク ホームページ http://www.sknetwork.or.jp/01/contents03.html 
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■ハロン消火剤の回収、供給、補充、備蓄量の推移  

データ出典：ハロン等抑制対策連絡会「ハロン等抑制対策に関する報告書（平成26年度）」  

ハロン消火剤の供給量（新規設置分）は増加しているものの、数量としては回収量を下回る 
直近の2013年度のペースを除いて、数量、ペースとも回収量が供給量を上回っている 
結果、備蓄量は前年比120%前後のペースで増加している 
ハロン消火剤の出荷量のピークは1970年代で、この時期の出荷分が今後回収される見通し 
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年度

ハロン1301の回収、供給等量

回収量

供給量

補充量

備蓄量

年度 
種別 

2009(H21) 2010(H22) 2011(H23) 2012(H24) 2013(H25) 

数量(t) 前年比 数量(t) 前年比 数量(t) 前年比 数量(t) 前年比 数量(t) 前年比 

回収 99 - 161 163% 159 99% 196 123% 217 111% 

供給*1 79 - 47 59% 33 70% 36 109% 91 253% 

補充 10 - 11 110% 13 118% 5 38% 11 220% 

備蓄 314 - 387 123% 436 113% 586 134% 700 119% 

*1 供給については、新規設置分  









（ハロンと同等以上のガス系消火薬剤開発の見込みはない。） 



 消防関係の業務に携わる方々に対し、安全センターから有益な 
情報を提供するとともに、消防に係る情報の共有や意見交換が 
行われることを目的とした会員制Webサイトです。 

消防交流広場とは？  

官と民を繋ぐ架け橋 

www.fesc119.net 

Webサイト 



消防交流広場のイメージは？  

各キャリアに対応 

トップページ（パソコンの画面） トップページ（スマートフォンの画面） 

トップページでは、各コンテンツをアイコンで表示し、最新のスレッドやニュース等を掲示しています。 

※ 画面の横幅に合わせ 
   伸縮します。 



「交流掲示板」 

スプリンクラー、樹脂製消火器、時事的な話題等消防に関する様々な情報を交換するための 
ツールとして利用できます。 

消防交流広場のコンテンツ紹介① 

 ハンドルネームで、消防に関する意見や情報を投稿し交流するもの 



「通知・報告書等の閲覧」 
   通知(昭和38年～平成13年)を閲覧できます。 

消防庁予防課が発出した古い通知を検索し、閲覧できます。 

消防交流広場のコンテンツ紹介② 

「ソファ」で検索 掲示板で紹介された昭和48年10月23日 消防予第１４０号通知を探してみると…!! 



「通知・報告書等の閲覧」 
   消防庁や安全センター等で作成された報告書を閲覧できます。 

消防庁や安全センター等で作成された報告書を閲覧できます。 

消防交流広場のコンテンツ紹介② 

「緩衝帯を有する接続部の評価方法」の報告書は・・・ 



「消防関連Q＆A」  
   消防用設備等に関する質問や質問に対する回答を投稿するもの 

消防用設備等に関する疑問を解決するツールとして利用します。 

消防交流広場のコンテンツ紹介③ 

Q. 交流掲示板との違いは？ 
Ａ. 回答期限を設けたり、質問投稿者がベストアンサーを選ぶことができます。 



「月刊フェスク・様式ＤＬコンテンツ」 
  PDF化された過去の月刊フェスクを閲覧ができます。 

① 月刊フェスクの主な記事が閲覧できます。 
② 点検結果報告書、点検票等の法令様式がダウンロードできます。 
③ 消防法の普及啓発に用いるリーフレット等がダウンロードできます。 

消防交流広場のコンテンツ紹介④ 

2015年９月より、月刊フェスクの記事(一部)の掲載時期を早めて、 
当月号を月初５日頃に掲載いたします。 
   例）９月号の例：８月25日発行 → ９月７日に消防交流広場へ掲載 



最新情報の発信（消防のうごき・消防用設備のうごき） 

 消防庁が開催する検討会・ＷＧ等の情報を発信するもの 

「広場からのお知らせ」 
  消防庁や消防用設備の時事的な情報が閲覧できます。 

消防交流広場のコンテンツ紹介⑤ 



「広場からのお知らせ」 
  消防庁や消防用設備の時事的な情報を掲載 

その他 
講演会やセミナーなどに使用した配布資料を掲載 



消防交流広場の会員区分＆料金体系 

有料会員 
  年会費 : 3,000円(税別) 

団体会員 

年 会 費  

無料会員 

年会費無料 

ご入会人数 年会費（税別） 

1～9人の場合  3,000円×人数 

10～19人の場合 2,900円×人数 

20～29人の場合 2,800円×人数 

30人を超える場合 2,700円×人数 

※ 入会または更新時における1回の申込時の人数に応じ 
 料金を設定 

料金は年会費制 (更新時請求書送付) 
 支払方法 → 有料会員は、「クレジット決済」 
        → 団体会員は、「銀行振込」または「コンビニ払込」 

   コンテンツの 
 一部を利用可能 

→無料会員の閲覧エリア 
 利用可能なコンテンツ 
 ◇ 様式・リーフレットＤＬ 
 ◇ 検討会報告書 
 ◇ 事例研究・アンケート 
  

 一覧のみ閲覧可能なコンテンツ 
 ◆ 交流掲示板 
 ◆ 消防関連Ｑ＆Ａ 
 ◆ 通知 
 ◆ 月刊フェスク 
 ◆ 広場からのお知らせ  etc. 



ご清聴ありがとうございました。 


